
４．運搬事業者とジョイントグループを形成する際の準則
再生処理事業者は、以下の事項にもとづいて運搬事業者とジョイントグループを形成してください。

\ 運搬事業者が以下の条件を満たしていること。
{ ４素材の容器包装の運搬に共通の事項
Ê 価格が公正かつ適正であること。
Ë 常時連絡可能な連絡先を有していること。
Ì 積み込み用機材（フォークリフト、ショベルローダー等）が操作できること。
Í 市町村等の依頼に応じて、２週間以内に引き取り・運搬が行われること。
Î 契約期間中の引き取り・運搬業務が保証されること。
Ï 法施行令第９条に定める基準に合致すること。
Ð 関連法令及び地方自治体の定める条例に適合していること。

| ガラスびんの運搬に特有の事項
Ê ガラスびん用カレット再生処理事業者への運搬においては、ガラスびんに悪影響を与える異物となる土石、鉱さい等の混入の
恐れがある車輌で運搬しないこと。

} ＰＥＴボトルの運搬に特有の事項
Ê 無蓋車の場合は、飛散対策が講じられること。

~ 紙製容器包装の運搬に特有の事項
Ê 無蓋車の場合は、飛散対策が講じられること。
Ë 雨水対策が講じられていること。

� プラスチック製容器包装の運搬に特有の事項
Ê 無蓋車の場合は、飛散対策が講じられること。
Ë 雨水対策が講じられていること。

] その他運搬事業者に対して考慮すべき、運搬に共通の事項
Ê 価格
Ë 積載トン数別の車輌保有台数（専用車輌台数、兼用車輌台数等）、形式（平ボディー、ダンプタイプ等）
Ì 入札対象となる容器包装の引き取り・運搬業務を実施した経験の有無
Í 入札対象となる市町村において一般廃棄物等の運搬もしくは許可を受けてその業務を実施した経験の有無
ジョイントグループにより入札に参加する際には、当協会が本準則の遵守状況等について確認します。

５．入札の期限
入札は、ガラスびん、ＰＥＴボトル、紙製容器包装、プラスチック製容器包装の４素材ともに平成23年12月19日（月）から平成24
年１月20日（金）まで「オンライン入札」により受け付けます。

６．問合せ先
公益財団法人日本容器包装リサイクル協会
ガ ラ ス び ん 事 業 部 ＴＥＬ：03`5532`8592、8695 ＦＡＸ：03`5532`8515
ＰＥＴボトル事業部 ＴＥＬ：03`5532`8691、8577 ＦＡＸ：03`5532`8515
紙 容 器 事 業 部 ＴＥＬ：03`5532`8627、8609 ＦＡＸ：03`5532`8515
プラスチック容器事業部 ＴＥＬ：03`5532`8607、8608 ＦＡＸ：03`5532`8515
〒105`0001 東京都港区虎ノ門１丁目14番１号 郵政福祉琴平ビル２階

以 上
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大阪市此花区伝法４丁目３番59号
鳳工業株式会社

代表取締役社長 堀部 泰三
貸借対照表の要旨(平成23年９月30日現在)

科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 5,966,793
固 定 資 産 4,778,244
合 計 10,745,037

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 4,054,915
固 定 負 債 764,356
株 主 資 本 5,925,766
資 本 金 100,000
利 益 剰 余 金 5,825,766
利 益 準 備 金 25,000
その他利益剰余金 5,800,766
(うち当期純利益) (247,853)
合 計 10,745,037
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